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ψ新年を迎えて,今年こそはと思っておりましたが,

2月の声を聞いてしまいました.光陰矢のごとしと言

いますが,まさにその通りです.筑波も寒くなって風

が吹き抜け空気が箪んできたためでしょうか,地質

調査所がち富.士山が兄圭ま､す._.

φ咋年め暮棚±読者がち掲載記事に関して新しい

情報をお知らせ㍗ただきましたし,また,電話で内

容が難しいとのお小言もいただきました.東南アジ

アの鉱物資源記事を連載してきましたが,メコン河.

流域の開発委員会の資料として取り上げられると

のことです.なんらかの反応があるということはあり

がたいものです.

φ現在は情報の氾濫している時代だといわれてい

ます.しかしながら,情報ってなんなのでしょうか.

情報とは発信側と受信する側ゲ共通言語を持たな

いと成立しないと思います.地質屋は様々な地質

情報を発信してきたことは事実ですが,それが広く

社会に情報として受け取られているのかどうかをも

う一度,皆で考えて見るべきかもしれません.研究

者というものは,とかく我田引水的になりがちなも

のです.これからも,いろいろなご意見,お小言を

お寄せください.

φさて,今月号はメタンハイドレｰトの特集そ紙面が

構成されています.昨午,東京で開催されました地

質調套駈の研筆護揮翁g御三｢期質ニュｰ不で是非

特集して欲'しい｣との要望が多く寄せられました.本

特集はその声を反映したものです.

φこの特集を読みますと,21世紀の資源として期待

されるメタンハイドレｰトとは何かという疑問が氷解

するようになっているはずです.ご一読下さい.

φ我々の生活には色々な資源が必要ですが,天然

資源は必ず枯渇することになっています.資源の研

究は新しい申のが必要になって,あわてて始めても

間に合いませ々.メタンハイドレｰトのように先手を

取った調査･研究が人類の未来を救うのではない

でしようか.

φ日本では鉱山も無くなり資源の研究には逆風が

吹いているようですが,資源屋が一人もいなくなっ

たらどうなるのだろうかと,しみじみと考えさせられ

るこの頃です..(有田正史)
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